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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線通信方法であって、
　第２のネットワーク上での保留通信についてターゲットに通知するページを第１のネッ
トワーク上で送信し、なお、前記ページは追加情報が前記第１のネットワーク上で送信さ
れることになることを前記ターゲットに通知し、および
　前記第１のネットワーク上で前記追加情報を送信することを含み、なお、前記追加情報
は前記第２のネットワーク上での前記保留通信に関するセットアップ情報を含む、
方法。
【請求項２】
　前記追加情報はショートデータバースト（ＳＤＢ）として送信される、請求項１に記載
の方法。
【請求項３】
　前記ページは前記ターゲットと通信する無線インフラストラクチャによって送信される
、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記ページはオリジネータからの接続要求に応答して生成される、請求項１に記載の方
法。
【請求項５】
　前記オリジネータは、アクセス端末、リモートサーバ、グループ通信サーバ、アプリケ
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ーションサーバ、およびメディアサーバのうちの少なくとも１つである、請求項４に記載
の方法。
【請求項６】
　前記ターゲットにおいて前記ページを受信し、そして
　前記ページの肯定応答を前記ターゲットから前記第１のネットワークへと送信すること
、
をさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記追加情報を受信するために、前記ターゲットにおいて前記第１のネットワークへの
接続を維持することをさらに含む、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記ターゲットにおいて前記追加情報を受信し、
　前記追加情報に肯定応答をし、そして
　前記保留通信を受信するために、前記追加情報を使用して前記第２のネットワークにア
クセスすること、
をさらに含む、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記第１のネットワーク上で前記追加情報の肯定応答を受信し、そして
　前記第２のネットワーク上で前記ターゲットと通信すること、
をさらに含む、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　オリジネータと前記ターゲットとの間での通信のために、前記第２のネットワーク上に
トラフィックチャネルを開くことをさらに含む、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　オリジネータでプッシュ－ツー－トーク（ＰＴＴ）信号を生成し、そして
　接続要求をグループ通信サーバに送信することをさらに含み、なお、前記グループ通信
サーバは前記ページを送信するために前記第１のネットワークと通信する、
請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　前記接続要求は前記第２のネットワーク上で送信される、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記第２のネットワークを用いて前記オリジネータとのトラフィックチャネルを確立す
ることをさらに含む、請求項１１に記載の方法。
【請求項１４】
　前記オリジネータは、アクセス端末、無線クライアントデバイス、有線デバイス、携帯
情報端末（ＰＤＡ）、および移動体端末のうちの少なくとも１つである、請求項１１に記
載の方法。
【請求項１５】
　前記第１のネットワークは前記第２のネットワークよりも高速のページング間隔を有し
、前記第２のネットワークは前記第１のネットワークよりも高い帯域幅を有する、請求項
１に記載の方法。
【請求項１６】
　前記第１のネットワークは１ｘ－ＲＴＴネットワークであり、前記第２のネットワーク
は１ｘＥＶ－ＤＯネットワークである、請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　ターゲットに向けて送られた接続要求データをアプリケーションサーバから受信するよ
うに構成された第１のノードと、前記第１のノードは、前記接続要求データを第１のネッ
トワークに向けて送るようにさらに構成され、
　前記第１のネットワークを介して前記接続要求データが送達されると、第２のネットワ
ーク上での保留通信について前記ターゲットに通知するページを前記第１のネットワーク
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上で送信するように構成された第２のノードと、
　を備え、
　前記ページは追加情報が前記第１のネットワーク上で送信されることになることを前記
ターゲットに通知し、前記追加情報は前記第２のネットワーク上での前記保留通信に関す
るセットアップ情報を含み、
　前記第２のノードは、前記第１のネットワーク上で前記追加情報を送信するようにさら
に構成される、システム。
【請求項１８】
　前記ターゲットは、
　前記ページを受信するように構成された論理と、
　前記ページの肯定応答を、前記ターゲットから前記第１のネットワークへ送信するよう
に構成された論理と、
　前記追加情報の受信のために、前記第１のネットワークへの接続を維持するように構成
された論理と、
をさらに備える、請求項１７に記載のシステム。
【請求項１９】
　前記ターゲットは、
　前記第１のネットワークから受信された前記追加情報を使用して、前記第２のネットワ
ークに接続するように構成された論理をさらに備える、請求項１８に記載のシステム。
【請求項２０】
　プッシュ－ツー－トーク（ＰＴＴ）信号の受信時に前記アプリケーションサーバに呼び
出し接続要求を送信するように構成されたオリジネータをさらに備え、前記アプリケーシ
ョンサーバは、前記呼び出し接続要求の受信時に前記ページを送信するために前記第１の
ネットワークと通信する、請求項１７に記載のシステム。
【請求項２１】
　前記呼び出し接続要求は前記第２のネットワーク上で送信される、請求項２０に記載の
システム。
【請求項２２】
　前記オリジネータは、アクセス端末、無線クライアントデバイス、有線デバイス、携帯
情報端末（ＰＤＡ）、および移動体端末のうちの少なくとも１つである、請求項２０に記
載のシステム。
【請求項２３】
　前記ターゲットは、アクセス端末、無線クライアントデバイス、有線デバイス、携帯情
報端末（ＰＤＡ）、および移動体端末のうちの少なくとも１つである、請求項１７に記載
のシステム。
【請求項２４】
　前記ノードはパケットデータサービスノード（ＰＤＳＮ）である、請求項１７に記載の
システム。
【請求項２５】
　無線通信システムにおけるハイブリッド呼び出しセットアップのための方法を実施する
コンピュータ読み取り可能媒体であって、前記方法は、
　第２のネットワーク上での保留通信についてターゲットに通知するページを第１のネッ
トワーク上で送信し、なお、前記ページは追加情報が前記第１のネットワーク上で送信さ
れることになることを前記ターゲットに通知し、そして
　前記第１のネットワーク上で前記追加情報を送信することを含み、なお、前記追加情報
は前記第２のネットワーク上での前記保留通信に関するセットアップ情報を含む、
コンピュータ読み取り可能媒体。
【請求項２６】
　前記方法は、
　前記第１のネットワーク上で前記追加情報の肯定応答を受信し、そして
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　前記第２のネットワーク上で前記ターゲットと通信することをさらに含む、
　無線通信システムにおけるハイブリッド呼び出しセットアップのための方法を実施する
、請求項２５に記載のコンピュータ読み取り可能媒体。
【請求項２７】
　前記方法は、
　オリジネータと前記ターゲットとの間での通信のために、前記第２のネットワーク上に
トラフィックチャネルを開くことをさらに含み、
　無線通信システムにおけるハイブリッド呼び出しセットアップのための方法を実施する
、請求項２６に記載のコンピュータ読み取り可能媒体。
【請求項２８】
　第１のネットワークおよび第２のネットワークの両方に関するページング情報を受信す
るために、前記第１のネットワーク上でキャンプするように構成された論理と、
　前記第２のネットワーク上での保留通信に関する前記第１のネットワーク上のページを
受信するように構成された論理と、なお、前記ページは追加情報が前記第１のネットワー
ク上で送信されることになることを通知し、前記追加情報は前記第２のネットワーク上で
の前記保留通信に関するセットアップ情報を含む、そして
　前記追加情報の受信のために、前記第１のネットワークへの接続を維持するように構成
された論理と、
を備える、アクセス端末。
【請求項２９】
　前記第１のネットワークから受信された前記追加情報を使用して、前記第２のネットワ
ークに接続するように構成された論理をさらに備える、請求項２８に記載のアクセス端末
。
【請求項３０】
　前記第１のネットワークは１ｘ－ＲＴＴネットワークであり、前記第２のネットワーク
は１ｘＥＶ－ＤＯネットワークである、請求項２８に記載のアクセス端末。
【請求項３１】
　前記第１のネットワークは前記第２のネットワークよりも高速のページング間隔を有し
、前記第２のネットワークは前記第１のネットワークよりも高い帯域幅を有する、請求項
２８に記載のアクセス端末。
【請求項３２】
　前記アクセス端末は、無線クライアントデバイス、有線デバイス、携帯情報端末（ＰＤ
Ａ）、セルラ式電話、および移動体端末のうちの少なくとも１つである、請求項２８に記
載のアクセス端末。
【請求項３３】
　前記追加情報はショートデータバースト（ＳＤＢ）として送信される、請求項２８に記
載のアクセス端末。
【請求項３４】
　第２のネットワーク上での保留通信についてターゲットに通知するページを第１のネッ
トワーク上で送信するための手段と、なお、前記ページは追加情報が前記第１のネットワ
ーク上で送信されることになることを前記ターゲットに通知し、そして
　前記第１のネットワーク上で前記追加情報を送信するための手段を備え、なお前記追加
情報は前記第２のネットワーク上での前記保留通信に関するセットアップ情報を含む、
通信システム。
【請求項３５】
　オリジネータでプッシュ－ツー－トーク（ＰＴＴ）信号を生成するための手段と、そし
て
　前記オリジネータから接続要求をグループ通信サーバに送信するための手段とを備え、
なお、前記グループ通信サーバは前記ページを送信するために前記第１のネットワークと
通信する、
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請求項３４に記載の通信システム。
【請求項３６】
　前記ターゲットにおいて前記ページを受信するための手段と、そして
　前記ページの肯定応答を前記ターゲットから前記第１のネットワークへと送信するため
の手段と、をさらに備える、
請求項３４に記載の通信システム。
【請求項３７】
　前記追加情報を受信するために、前記ターゲットで前記第１のネットワークへの接続を
維持するための手段をさらに備える、請求項３６に記載の通信システム。
【請求項３８】
　前記ターゲットで前記追加情報を受信するための手段と、
　前記追加情報に肯定応答するための手段と、そして
　前記保留通信を受信するために、前記追加情報を使用して前記第２のネットワークにア
クセスするための手段と、
をさらに備える、請求項３７に記載の通信システム。
【請求項３９】
　前記第１のネットワーク上で前記追加情報の肯定応答を受信するための手段と、そして
　前記第２のネットワーク上で前記ターゲットと通信するための手段と、
をさらに備える、請求項３８に記載の通信システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　［１．分野］
　本発明は、一般に無線環境における通信に関する。より具体的に言えば、本発明は無線
通信システムにおける呼び出しセットアップに関する。
【０００２】
　［２．背景］
　無線通信システムは、第１世代アナログ無線電話サービス（１Ｇ）、第２世代（２Ｇ）
デジタル無線電話サービス（暫定的２．５Ｇおよび２．７５Ｇネットワークを含む）、お
よび第３世代（３Ｇ）高速データ／インターネット対応無線サービスを含む、様々な世代
を通じて発達してきた。現在は、Ｃｅｌｌｕｌａｒ　ａｎｄ　Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｃｏｍ
ｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ　Ｓｅｒｖｉｃｅ（ＰＣＳ）システムを含む、多くの異なるタイ
プの無線通信システムが使用されている。既知のセルラ式システムの例には、セルラ式Ａ
ｎａｌｏｇ　Ａｄｖａｎｃｅｄ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｐｈｏｎｅ　Ｓｙｓｔｅｍ（ＡＭＰＳ）
、ならびに、符号分割多重アクセス（ＣＤＭＡ）、時分割多重アクセス（ＴＤＭＡ）、Ｔ
ＤＭＡのＧｌｏｂａｌ　Ｓｙｓｔｅｍ　ｆｏｒ　Ｍｏｂｉｌｅアクセス（ＧＳＭ）の変形
、およびＴＤＭＡとＣＤＭＡの両方の技術を使用したより新しいハイブリッドデジタル通
信システムに基づいた、デジタルセルラ式システムが含まれる。
【０００３】
　ＣＤＭＡ移動体通信を提供するための方法は、本明細書ではＩＳ－９５と呼ばれる「Ｍ
ｏｂｉｌｅ　Ｓｔａｔｉｏｎ－Ｂａｓｅ　Ｓｔａｔｉｏｎ　Ｃｏｍｐａｔｉｂｉｌｉｔｙ
　Ｓｔａｎｄａｒｄ　ｆｏｒ　Ｄｕａｌ－Ｍｏｄｅ　Ｗｉｄｅｂａｎｄ　Ｓｐｒｅａｄ　
Ｓｐｅｃｔｒｕｍ　Ｃｅｌｌｕｌａｒ　Ｓｙｓｔｅｍ」という名称のＴＩＡ／ＥＩＡ／Ｉ
Ｓ－９５－Ａにおいて、米国電気通信工業会／電子工業会によって米国で標準化された。
ＡＭＰＳおよびＣＤＭＡを組み合わせたシステムは、ＴＩＡ／ＥＩＡ標準ＩＳ－９８に記
載されている。他の通信システムは、広帯域ＣＤＭＡ（ＷＣＤＭＡ）、ＣＤＭＡ２０００
（たとえばＣＤＭＡ２０００　１ｘＥＶ－ＤＯ標準など）、またはＴＤ－ＳＣＤＭＡと呼
ばれるものをカバーしている標準である、ＩＭＴ－２０００／ＵＭ、すなわちＩｎｔｅｒ
ｎａｔｉｏｎａｌ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ　Ｓｙｓｔｅ
ｍ　２０００／Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏ
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ｎｓ　Ｓｙｓｔｅｍに記載されている。
【０００４】
　無線通信システムでは、移動局またはアクセス端末が、基地局に隣接するかまたはこれ
を取り囲む特定の地理的領域内での通信リンクまたはサービスをサポートする、固定位置
の基地局（セルサイトまたはセルとも呼ばれる）からの信号を受信する。有効範囲の提供
を支援するために、しばしば各セルは、それぞれがより小さなサービス領域または地理的
領域に対応する、複数のセクタに細分される。互いに隣接して配置された基地局のアレイ
または一連の基地局は、より大きな領域全体にわたって何人かのシステムユーザにサービ
スを提供することができる通信システムを形成する。
【０００５】
　通常、各移動局は、移動局と基地局との間でのメッセージの交換に使用可能な制御チャ
ネルを監視する。制御チャネルは、システム／オーバヘッドメッセージの伝送に使用され
、トラフィックチャネル(traffic channel)は、通常、移動局への、および移動局からの
、実質的な通信（たとえば音声およびデータ）に使用される。たとえば制御チャネルは、
当技術分野で知られているように、トラフィックチャネルの確立、パワーレベルの制御な
どに使用することができる。
【０００６】
　加えて、移動局は、移動局に向けて送られるメッセージ／ページングについて制御チャ
ネルを定期的に監視するため、ページング間隔（paging interval）はシステム性能に大
きな影響を及ぼす可能性がある。通常、ページング間隔が長くなるほど、システムの応答
性は低下する。ページング間隔の長いシステムでは、システムの応答性はすべての適用範
囲にとって許容できないものである可能性がある。
【０００７】
　１ｘおよび１ｘＥＶ－ＤＯシステムでは、アクセス端末に他のネットワーク上で待機中
のページおよびデータを通知するために、１つのネットワーク上でページングすることが
可能である。たとえば、１ｘＥＶ－ＤＯページが待機中であることをアクセス端末に通知
する、１ｘページを受信することができる。しかしながら、他のネットワーク上のページ
をアクセス端末に通知するための１つのネットワーク上でのこのページングプロセスは、
システムの応答性を向上させないものであり、さらに他のネットワーク上で待機中のペー
ジおよびデータの受信を遅らせる可能性もある。
【発明の開示】
【０００８】
　［典型的な実施例の概要］
　本発明の例示的実施形態は、無線通信システムにおいて１ｘおよび１ｘＥＶ－ＤＯ通信
のハイブリッドソリューションを使用する、呼び出しセットアップ時間を改善するための
システムおよび方法を対象とする。
【０００９】
　したがって、本発明の一実施形態は、第２のネットワーク上での保留通信（pending co
mmunication）についてターゲットに通知するページを第１のネットワーク上で送信する
ことであって、このページは追加情報（additional）が第１のネットワーク上で送信され
ることになることをターゲットに通知する、送信することと、第１のネットワーク上で追
加情報を送信することであって、この追加情報は第２のネットワーク上での保留通信に関
するセットアップ情報（setup information）を含む、送信することと、を備える、無線
通信のための方法を含むことができる。
【００１０】
　本発明の他の実施形態は、ターゲットに向けて送られた接続要求データおよび通信デー
タをアプリケーションサーバから受信するように構成されたノードを備える、装置を含む
ことが可能であり、このノードは、接続要求データを第１のネットワークに向けて送り、
通信データを第２のネットワークに向けて送るようにさらに構成され、この第１のネット
ワークは、ターゲットをページングするように、および第２のネットワークに関する呼び
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出しセットアップ情報を含む第２の通信を送信するように、構成される。
【００１１】
　本発明の他の実施形態は、無線通信システム内のハイブリッド呼び出しセットアップ(h
ybrid call setup)のための方法を実施するコンピュータ読み取り可能媒体を含むことが
可能であり、この方法は、第２のネットワーク上での保留通信についてターゲットに通知
するページを第１のネットワーク上で送信することであって、このページは追加情報が第
１のネットワーク上で送信されることになることをターゲットに通知する、送信すること
と、第１のネットワーク上で追加情報を送信することであって、この追加情報は第２のネ
ットワーク上での保留通信に関するセットアップ情報を含む、送信することと、を備える
。
【００１２】
　本発明の他の実施形態は、第１のネットワークおよび第２のネットワークの両方に関す
るページング情報を受信するために第１のネットワーク上でキャンプ（camp）するように
構成された論理と、第２のネットワーク上での保留通信に関する第１のネットワーク上の
ページを受信するように構成された論理と、第２のネットワークへの接続に関する追加情
報の受信のために第１のネットワークへの接続を維持するように構成された論理とを備え
る、アクセス端末を含むことができる。
【００１３】
　本発明の他の実施形態は、第２のネットワーク上での保留通信についてターゲットに通
知するページを第１のネットワーク上で送信するための手段であって、このページは追加
情報が第１のネットワーク上で送信されることになることをターゲットに通知する、送信
するための手段と、第１のネットワーク上で追加情報を送信するための手段であって、こ
の追加情報は第２のネットワーク上での保留通信に関するセットアップ情報を含む、送信
するための手段と、を備える、通信システムを含むことができる。
【００１４】
　本発明の諸実施形態およびそれらに付随する利点の多くは、本発明を限定するためでは
なく単に例示するために提示された添付の図面に関連して考察した場合に、以下の詳細な
説明を参照することでよりよく理解されるため、これらに関してより完全に理解すること
は容易であろう。
【００１５】
　［好ましい実施例の詳細な説明］
　本発明の特定の実施形態を対象とする以下の説明および関係図において、本発明の諸態
様が開示される。代替実施形態は、本発明の範囲を逸脱することなく考案可能である。加
えて、本発明の周知の要素は、本発明の関連する細部を不明瞭にすることのないように、
詳細に説明されないかまたは省略される。
【００１６】
　本明細書において「例示的」という用語は、「例、インスタンス、または例証としての
働きをする」ことを意味するために使用される。本明細書で「例示的」として説明される
いかなる実施形態も、必ずしも他の諸実施形態よりも好ましいかまたは有利であるものと
解釈されるものではない。同様に「本発明の実施形態」という用語は、本発明のすべての
実施形態が、考察される特徴、利点、または動作モードを含むことを必要としない。
【００１７】
　さらに、多くの実施形態は、たとえばコンピューティングデバイスの要素によって実行
されることになる一連のアクションに関して説明される。本明細書で説明される様々なア
クションは、特定の回路（たとえば特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ））によって、１つ
または複数のプロセッサによって実行中のプログラム命令によって、あるいは、それら両
方の組み合わせによって、実行可能であることを理解されよう。加えて、本明細書で説明
されるこれら一連のアクションは、実行時に、本明細書で説明される機能を関連するプロ
セッサに実行させることになる、コンピュータ命令の対応するセットを内部に格納した、
任意の形のコンピュータ読み取り可能記憶媒体内で全体として実施されるものとみなすこ
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とができる。したがって本発明の様々な態様は、それらすべてが請求された主題の範囲内
であるものと企図されている、いくつかの異なる形で実施することが可能である。加えて
、本明細書で説明されるそれぞれの実施形態について、任意のこうした実施形態の対応す
る形を、たとえば説明されたアクションを実行する「ように構成された論理」として本明
細書で説明することができる。
【００１８】
　本明細書ではアクセス端末（ＡＴ）と呼ばれる高データレート（ＨＤＲ）加入者局は、
移動型または定置型とすることが可能であり、本明細書ではモデムプールトランシーバ（
ＭＰＴ）または基地局（ＢＳ）と呼ばれる１つまたは複数のＨＤＲ基地局と通信すること
が可能である。アクセス端末は、１つまたは複数のモデムプールトランシーバを介して、
モデムプールコントローラ（ＭＰＣ）、基地局コントローラ、および／または移動体交換
センタ（ＭＳＣ）と呼ばれる、ＨＤＲ基地局コントローラとの間で、データパケットを送
受信する。モデムプールトランシーバおよびモデムプールコントローラは、アクセスネッ
トワークと呼ばれるネットワークの一部である。アクセスネットワークは、複数のアクセ
ス端末間でデータパケットを移送する。さらにアクセスネットワークは、企業イントラネ
ットまたはインターネットなどのアクセスネットワーク外部の追加のネットワークに接続
することも可能であり、各アクセス端末とこうした外部ネットワークとの間でデータパケ
ットを移送することができる。１つまたは複数のモデムプールトランシーバとのアクティ
ブなトラフィックチャネル接続を確立したアクセス端末は、アクティブアクセス端末と呼
ばれ、トラフィック状態にあるものと言われる。１つまたは複数のモデムプールトランシ
ーバとのアクティブなトラフィックチャネル接続を確立中であるアクセス端末は、接続セ
ットアップ状態にあるものと言われる。アクセス端末は、無線チャネルを介するか、ある
いはたとえば光ファイバまたは同軸ケーブルを使用する有線チャネルを介して通信する、
任意のデータデバイスとすることができる。さらにアクセス端末は、ＰＣカード、コンパ
クトフラッシュ（登録商標）、外付けまたは内蔵モデム、あるいは無線または有線電話を
含むがこれらに限定されることのない、いくつかのタイプのデバイスのうちのいずれかと
することができる。アクセス端末がモデムプールトランシーバに信号を送る際に介する通
信リンクは、逆方向リンクまたはトラフィックチャネルと呼ばれる。モデムプールトラン
シーバがアクセス端末に信号を送る際に介する通信リンクは、順方向リンクまたはトラフ
ィックチャネルと呼ばれる。本明細書で使用される場合、トラフィックチャネルという用
語は、順方向または逆方向のいずれのトラフィックチャネルとすることもできる。
【００１９】
　図１は、本発明の少なくとも１つの実施形態に従った無線システム１００の例示的一実
施形態を示すブロック図である。システム１００は、パケット交換データネットワーク（
たとえばイントラネット、インターネット、および／またはキャリアネットワーク１２６
）とアクセス端末１０２、１０８、１１０、１１２との間にデータ接続を提供するネット
ワーク機器にアクセス端末１０２を接続することができる、アクセスネットワークまたは
無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）１２０とエアインターフェース１０４を横切って通
信する、セルラ式電話１０２などのアクセス端末を含むことができる。ここに示されるよ
うに、アクセス端末は、セルラ式電話１０２、携帯情報端末１０８、２ウェイテキストペ
ージャとして示されているページャ１１０、または、無線通信ポータルを有する別のコン
ピュータプラットフォーム１１２とすることさえもできる。したがって本発明の諸実施形
態は、無線モデム、ＰＣＭＣＩＡカード、パーソナルコンピュータ、電話、あるいはそれ
らの任意の組み合わせまたは下位組み合わせを制限なく含む、無線通信ポータルを含むか
または無線通信機能を有する、任意の形のアクセス端末上で実現することができる。さら
に、本明細書で使用される場合、「アクセス端末」、「無線デバイス」、「クライアント
デバイス」、「移動体端末」、およびそれらの変形の用語は、同じ意味で使用することが
できる。
【００２０】
　再度図１を参照すると、無線ネットワーク１００の構成要素および本発明の例示的実施
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形態の要素の相互関係は、例示された構成に限定されない。システム１００は単なる例で
あり、無線クライアントコンピューティングデバイス（wireless client computing devi
ce）１０２、１０８、ｌ１０、１１２などのリモートアクセス端末が、互いの間および中
で、ならびに／あるいは、無線ネットワークキャリア１２６、インターネット、および／
または他のリモートサーバを制限なく含む、エアインターフェース１０４およびＲＡＮ　
１２０を介して接続された構成要素の間およびそれらの中で、無線で通信できるようにす
る、任意のシステムを含むことができる。
【００２１】
　ＲＡＮ　１２０は、ＭＰＣ／ＭＳＣ　１２２に送信されるメッセージ（通常はデータパ
ケットとして送信される）を制御する。キャリアネットワーク１２６は、ネットワーク、
インターネット、および／または公衆交換電話網（ＰＳＴＮ）によって、ＭＰＣ／ＭＳＣ
　１２２と通信することができる。別の方法として、ＭＰＣ／ＭＳＣ　１２２は、インタ
ーネットまたは外部ネットワークに直接接続することができる。通常、キャリアネットワ
ーク１２６とＭＰＣ／ＭＳＣ　１２２との間のネットワークまたはインターネット接続は
データを転送し、ＰＳＴＮは音声情報を転送する。ＭＰＣ／ＭＳＣ　１２２は、複数の基
地局（ＢＳ）またはモデムプールトランシーバ（ＭＰＴ）１２４に接続することができる
。キャリアネットワークと同様の方法で、ＭＰＣ／ＭＳＣ　１２２は通常、データ転送お
よび／または音声情報のために、ネットワーク、インターネット、および／またはＰＳＴ
Ｎによって、ＭＰＴ／ＢＳ　１２４に接続される。ＭＰＴ／ＢＳ　１２４は、データメッ
セージをセルラ式電話１０２などのアクセス端末に無線で同報通信することができる。Ｍ
ＰＴ／ＢＳ　１２４、ＭＰＣ／ＭＳＣ　１２２、および他の構成要素は、当技術分野で知
られるように、ＲＡＮ　１２０を形成することができる。しかしながら代替の構成も使用
可能であり、本発明は例示された構成に限定されることはない。
【００２２】
　図２を参照すると、セルラ式電話などのアクセス端末２００（ここでは無線デバイス）
は、最終的にキャリアネットワーク１２６、インターネット、ならびに／あるいは他のリ
モートサーバおよびネットワークから発せられる可能性のある、ＲＡＮ　１２０から伝送
されたソフトウェアアプリケーション、データ、および／またはコマンドの受信および実
行が可能な、プラットフォーム２０２を有する。プラットフォーム２０２は、特定用途向
け集積回路（「ＡＳＩＣ」２０８）または他のプロセッサ、マイクロプロセッサ、論理回
路、あるいは他のデータ処理デバイスに動作可能に結合された、トランシーバを含むこと
ができる。ＡＳＩＣ　２０８または他のプロセッサは、無線デバイスのメモリ２１２内に
ある任意の常駐プログラムとインターフェースする、アプリケーションプログラミングイ
ンターフェース（「ＡＰＩ」）２１０レイヤを実行する。メモリ２１２は、読み取り専用
メモリまたはランダムアクセスメモリ（ＲＡＭおよびＲＯＭ）、ＥＥＰＲＯＭ、フラッシ
ュカード、またはコンピュータプラットフォームに共通の任意のメモリで構成することが
できる。プラットフォーム２０２は、メモリ２１２内でアクティブに使用されないアプリ
ケーションを保持することが可能な、ローカルデータベース２１４を含むこともできる。
ローカルデータベース２１４は、通常、フラッシュメモリセルであるが、磁気媒体、ＥＥ
ＰＲＯＭ、光媒体、テープ、ソフトまたはハードディスクなどの、当技術分野で知られた
任意の２次ストレージデバイスとすることが可能である。内部プラットフォーム２０２構
成要素は、当技術分野で知られた他の構成要素の中で、アンテナ２２２、ディスプレイ２
２４、プッシュ－ツー－トーク（push-to-talk）ボタン２２８、およびキーパッド２２６
などの外部デバイスに、動作可能に結合することもできる。
【００２３】
　したがって、本発明の一実施形態は、本明細書で説明される機能を実行するための能力
を含むアクセス端末を含むことができる。当業者であれば理解されるように、本明細書で
開示された機能を達成するために、様々な論理要素を、個別の要素、プロセッサ上で実行
されるソフトウェアモジュール、またはソフトウェアおよびハードウェアの任意の組み合
わせで、実施することができる。たとえば、ＡＳＩＣ　２０８、メモリ２１２、ＡＰＩ　



(10) JP 4880706 B2 2012.2.22

10

20

30

40

50

２１０、およびローカルデータベース２１４はすべて、本明細書で開示された様々な機能
をロード、格納、および実行するために、協働的に使用することが可能であるため、これ
らの機能を実行するための論理は、様々な要素全体にわたって分散させることができる。
別の方法として、機能を１つの個別の構成要素内に組み込むことができる。したがって、
図２のアクセス端末の機構は単なる例示的なものとみなされ、本発明は、例示された機構
または配置構成に限定されることはない。
【００２４】
　したがって本発明の一実施形態は、第１のネットワークおよび第２のネットワークの両
方に関するページング情報を受信するために第１のネットワーク上でキャンプするように
構成された論理を備える、アクセス端末を含むことができる。指定されたページ（たとえ
ば特別サービスオプション）を受信すると、第２のネットワーク上で保留中の通信に関す
る第１のネットワーク上のページを受信するように構成された追加の論理を活動化するこ
とができる。次に、第２のネットワークへの接続に関する追加情報の受信のために第１の
ネットワークへの接続を維持するように構成された論理を使用することができる。さらに
、第２のネットワーク上での接続を容易にするために、第１のネットワークから受信され
た追加情報を使用して第２のネットワークに接続するように構成された論理を使用するこ
とができる。これらの態様について、以下で詳細に論じる。
【００２５】
　前述のように、論理は、説明された機能を実行するように構成されたソフトウェアおよ
び／またはハードウェアの任意の組み合わせで実施することができる。たとえば、アクセ
ス端末２００上で動作しているアプリケーションは、前述のすべての論理要素を含むこと
ができる。別の方法として、アプリケーションは、本明細書で説明された機能を実行する
ための残りの論理を含む、１つまたは複数の他の常駐アプリケーションおよび／またはハ
ードウェア要素（たとえば、ＡＰＩレイヤ２１０、プロセッサ／ＡＳＩＣ　２０８、メモ
リ２１２など）と対話する、選択された論理要素のみを含むことができる。
【００２６】
　加えて、セルラ式電話１０２などのアクセス端末は、ゲーム、ニュース、株式モニタな
どの１つまたは複数のソフトウェアアプリケーションを、その上にインストールしておく
ことができ、あるいはそれらをダウンロードする。たとえばセルラ式電話１０２は、アプ
リケーションダウンロードサーバからダウンロードされた、１つまたは複数のソフトウェ
アアプリケーションを受信することができる。ソフトウェアアプリケーションは、使用さ
れていない場合、ローカルデータベース２１４に格納しておくことができる。セルラ式電
話１０２または他の無線コンピューティングデバイスは、ユーザが希望するかまたは他の
プログラムによって呼び出された場合に、オペレーティングシステムまたはＡＰＩ　２１
０上で実行するために、ローカルデータベース２１４上に格納された常駐アプリケーショ
ンを、メモリ２１２にアップロードすることができる。
【００２７】
　本明細書で使用される「アクセス端末」は、たとえば常駐構成済み論理を実行する１つ
または複数の処理回路を含み、こうしたコンピューティングデバイスは、たとえば、本明
細書で説明された動作を少なくとも実行するように構成されたプロセッサおよび論理を含
む、マイクロプロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、マイクロコントローラ、
あるいは、ハードウェア、ソフトウェア、および／またはファームウェアの任意の好適な
組み合わせを含む。本発明の実施形態に従って使用可能なアクセス端末または無線デバイ
スのいくつかの例には、セルラ式電話または他の無線通信ユニット、携帯情報端末（ＰＤ
Ａ）、ページングデバイス、ハンドヘルドナビゲーションデバイス、ハンドヘルドゲーム
デバイス、音楽またはビデオコンテンツのダウンロードユニット、および他の同様の無線
通信デバイスが含まれる。
【００２８】
　アクセス端末１０２とＲＡＮ　１２０との間での無線通信は、符号分割多重アクセス（
ＣＤＭＡ）、時分割多重アクセス（ＴＤＭＡ）、周波数分割多重アクセス（ＦＤＭＡ）、
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Ｇｌｏｂａｌ　Ｓｙｓｔｅｍ　ｆｏｒ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ（Ｇ
ＳＭ）、あるいは、無線通信ネットワークまたはデータ通信ネットワークで使用可能な他
のプロトコルなどの、異なる技術に基づくことができる。データ通信は、通常、クライア
ントデバイス１０２、ＭＰＴ／ＢＳ　１２４、およびＭＰＣ／ＭＳＣ　１２２の間で行わ
れる。ＭＰＣ／ＭＳＣ　１２２は、キャリアネットワーク１２６、ＰＳＴＮ、インターネ
ット、仮想専用ネットワークなどの、複数のデータネットワークに接続することができる
ため、アクセス端末１０２がより広範囲の通信ネットワークにアクセスできるようになる
。前述のように、および当技術分野で知られるように、音声伝送および／またはデータは
、ＲＡＮからアクセス端末に伝送することができる。
【００２９】
　背景技術で論じたように、アクセス端末（たとえば無線デバイス）に、その端末に向け
て送られる通信が使用可能であることを通知するために、ページングを使用することがで
きる。通常、アクセス端末は、アクセス端末に向けて送られるページングをチェックする
ために、非トラフィックチャネル（たとえば制御チャネル）を監視する。アクセス端末が
ページング情報を受信すると、アクセス端末と無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）との
間にトラフィックチャネルを確立することができる。
【００３０】
　無線デバイスは、通常、電力に関してリソースが制限されているため、当技術分野で知
られるように、無線デバイスを低電力、アイドル状態、またはスリープモードに設定する
ことが有利である。しかしながら、スリープモードに入ると、通常、ＲＡＮからページン
グ情報を受信するための遅延が増加し、これにより無線デバイスおよび無線通信全体の応
答性が低下する可能性がある。たとえば、標準１ｘＥＶ－ＤＯリリース０（「ＥＶ－ＤＯ
」）のアクセス端末は、スリープモード中は５．１２秒ページング間隔で動作する。５．
１２秒ページング間隔は、１２の４２６．６６ミリ秒制御チャネルサイクル（ＣＣサイク
ル）で構成される。セッション構成中、ＲＡＮは、無線デバイスをこれら１２の制御チャ
ネルサイクルのうちの１つにマッピングすることができるため、５．１２秒境界上で移動
体をページングすることができる。標準５．１２秒ページング間隔は、多くのアプリケー
ションにとって適切であるが、遅延に敏感なアプリケーションにとってはあまりに長すぎ
る。
【００３１】
　加えて、アクセス端末は、ＥＶ－ＤＯネットワークよりも速いページング間隔を有する
ことが可能な、１ｘ－ＲＴＴ（「１ｘ」）ネットワークなどの他のネットワークもページ
について監視することができる。たとえば、１ｘネットワーク上のページング間隔は、お
よそ８０ミリ秒から１６０ミリ秒とすることができる。したがって単一のアクセス端末が
、データおよび音声のページング情報を受信するために、複数のチャネルを監視すること
ができる。従来のシステムでは、単一のアクセス端末が複数のネットワークを監視するこ
とが必要な場合があるが（たとえば１ｘおよびＥＶ－ＤＯ）、これは遅延時間の増加、消
費電力の増加、および、ページサイクルの重複などによるページの欠落の可能性につなが
る場合がある。したがってハイブリッドソリューションでは、応答時間を短縮し、ページ
欠落の可能性を低下させるために、アクセス端末に、１つのネットワーク上でページを監
視するように指示することができる。
【００３２】
　たとえば図３に示されるように、無線インフラストラクチャ３０２は、ターゲットデバ
イス（たとえばＡＴ）３０４に、第２のネットワーク（たとえばＥＶ－ＤＯ）上でそれに
関する通信が保留中であることを通知するが、第１のネットワーク上で追加情報を待機す
るために、第１のネットワーク（たとえば１ｘ）上でページ３１０を送信することができ
る。ターゲットデバイス３０４は、ページ３２０で肯定応答することができる。その後、
無線インフラストラクチャ３０２は、追加情報を含むショートデータバースト（ＳＤＢ;s
hort data burst）３３０をターゲットデバイス３０４に送信することができる。その後
ターゲットデバイス３０４は、ＳＤＢ　３４０で肯定応答する。ターゲットデバイス３０
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４は、続いて第２のネットワーク３５０上でトラフィックチャネル（ＴＣＨ）をセットア
ップし、第２のネットワーク上で通信する。たとえば前述のように、第２のネットワーク
は、ターゲットデバイス３０４との間に高速通信を提供することが可能な、ＥＶ－ＤＯネ
ットワークとすることができる。ページ、ＳＢＤ、および肯定応答は、より高速のページ
サイクルが提供可能な、１ｘなどの第１のネットワーク上で送信することができる。ＳＢ
Ｄは、第２のネットワーク上での通信リンクの確立を容易にすることが可能な、呼び出し
セットアップおよび／または他の情報を含むことができる。したがって、両方のネットワ
ークから有利な機構を利用する、ハイブリッド呼び出しセットアップソリューションが実
現可能である。
【００３３】
　たとえば、「ＣＤＭＡ２０００スペクトル拡散システム用のＴＩＡ／ＥＩＡ／ＩＳ－２
０００標準」で提供されるようなショートデータバースト（ＳＤＢ）メッセージを、順方
向基本チャネル（ＦＣＨ）または順方向専用共通制御チャネル（Ｆ－ＤＣＣＨ）などの、
専用物理チャネル、あるいは、逆方向アクセスチャネル（Ｒ－ＡＣＨ）、逆方向拡張アク
セスチャネル（Ｒ－ＥＡＣＨ）、順方向共通制御チャネル（Ｆ－ＣＣＣＨ）、またはペー
ジングチャネル（ＰＣＨ）などの、共通物理チャネルの、両方を介して送信することがで
きる。ＳＤＢメッセージは、適切かつ使用可能な物理層チャネル上にメッセージをマッピ
ングする、無線バーストプロトコル（ＲＢＰ）によって移送可能である。ＳＤＢメッセー
ジは、任意のＩＰトラフィックを搬送すること、および共通物理チャネルを介して送信さ
れることが可能であるため、ＳＤＢメッセージは、呼び出し側クライアントのアクセス端
末が専用トラフィックチャネルを持たない場合に、グループ呼び出しシグナリングを交換
するためのメカニズムを提供する。
【００３４】
　加えて、図３に示されるように、ターゲットデバイス３０４へのページ３１０は、オリ
ジネータ(originator)３０６からの接続要求３０５に応答して送信することができる。た
とえば、オリジネータ３０６は、無線インフラストラクチャ３０２に接続要求３０５を送
信し、その後、第２のネットワーク上でトラフィックチャネルを確立する３１５。その後
オリジネータ３０６は、接続要求がターゲット３０４によって受信された旨の肯定応答３
４５を待つことができる。その後、第２のネットワーク上でオリジネータ３０６とターゲ
ット３０４との間の通信３６０を開始することができる。
【００３５】
　オリジネータは、例示されたようなアクセス端末（ＡＴ）３０６とするか、または無線
インフラストラクチャ３０２への接続要求３０５を開始することが可能な任意の他のデバ
イスとすることができる。たとえばオリジネータは、無線インフラストラクチャ３０２に
動作可能に結合されるか、または無線インフラストラクチャ３０２自体に含まれる、リモ
ートサーバ(remote server)、グループ通信サーバ(group communication server)、アプ
リケーションサーバ(application server)、メディアサーバ(media server)とすることが
できる。さらに、より短い接続セットアップ時間を利用可能な任意のシステムが、本発明
の諸実施形態を利用することもできる。
【００３６】
　グループ通信システムとは、本明細書で開示されたハイブリッド通信セットアップによ
って提供される短縮された接続時間を利用することが可能な、遅延に敏感なシステムの例
である。グループ通信システムは、プッシュ－ツー－トーク（ＰＴＴ）システム、ネット
ブロードキャストサービス（ＮＢＳ）、ディスパッチシステム、または１対多地点（poin
t-to-multi-point）通信システムとしても知られ得る。通常、アクセス端末ユーザのグル
ープは、各グループメンバに割り当てられたアクセス端末を使用して互いに通信すること
ができる。「グループメンバ」という用語は、互いに通信することが許可されたアクセス
端末ユーザのグループを示す。グループ通信システム／ＰＴＴシステムは何人かのメンバ
間で行うものとみなすことができるが、このシステムはこの構成に限定されず、１対１ベ
ースの個々のデバイス間での通信に適用することも可能である。
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【００３７】
　グループは、既存のインフラストラクチャへの実質的な変更を必要とせずに、既存の通
信システムを介して動作可能である。したがって、コントローラおよびユーザは、符号分
割多重アクセス（ＣＤＭＡ）システム、時分割多重アクセス（ＴＤＭＡ）システム、Ｇｌ
ｏｂａｌ　Ｓｙｓｔｅｍ　ｆｏｒ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ（ＧＳＭ
）システム、衛星通信システム、地上回線および無線システムの組み合わせなどの、イン
ターネットプロトコル（ＩＰ）を使用してパケット情報を送受信できる任意のシステムで
動作可能である。
【００３８】
　グループメンバは、ＡＴ　１０２、１０４、１０６、１０８、および１１２などの割り
当てられたアクセス端末を使用して、互いに通信することができる。ＡＴは、地上無線電
話、プッシュ－ツー－トーク機能を有する有線電話、プッシュ－ツー－トーク機能を備え
た衛星電話、無線ビデオカメラ、スチルカメラ、音楽レコーダまたはプレーヤなどのオー
ディオデバイス、ラップトップまたはデスクトップコンピュータ、ページングデバイス、
あるいはそれらの任意の組み合わせなどの、有線または無線のデバイスとすることができ
る。さらに、各ＡＴは、セキュアモードまたは非セキュア（クリア）モードのいずれかで
、情報の送信および受信を実行することができる。アクセス端末（ＡＴ）への言及は、例
示または列挙された例に限定されることを意図しておらず、インターネットプロトコル（
ＩＰ）に従ってパケット情報を送受信するための機能を有する他のデバイスが包含可能で
あることを理解されたい。
【００３９】
　あるグループメンバが、グループの他のメンバへ情報を伝送したい場合、このメンバは
、分散ネットワークを介して伝送するようにフォーマット化された要求を生成する、ＡＴ
のプッシュ－ツー－トークボタンまたはキー（たとえば図２の２２８）を押すことによっ
て、伝送特権を要求することができる。たとえばＡＴ　１０２では、要求は、１つまたは
複数のＭＰＴ（または基地局）１２４に無線で伝送することができる。データパケットを
処理するための、良く知られた網間接続機能（inter-working function）（ＩＷＦ）、パ
ケットデータサービスノード（ＰＤＳＮ;packet data serving node）、またはパケット
制御機能（ＰＣＦ）を含むことができる、ＭＰＣ／ＭＳＣ　１２２は、ＭＰＴ／ＢＳ　１
２４と分散ネットワークＲＡＮ　１２０との間に存在することができる。しかしながら、
要求は、公衆交換電話網（ＰＳＴＮ）を介してキャリアネットワーク１２６に伝送するこ
ともできる。キャリアネットワーク１２６は、要求を受信し、これを分散ネットワーク１
２０に提供することができる。
【００４０】
　図４を参照すると、１つまたは複数のグループ通信サーバ４３２は、分散ネットワーク
１２０へのその接続を介してグループ通信システムのトラフィックを監視することができ
る。グループ通信サーバ４３２は、様々な有線および無線インターフェースを介して分散
ネットワーク１２０に接続可能であるため、グループの参加者に地理的に近接している必
要はない。通常、グループ通信サーバ４３２は、ＰＴＴシステム内のグループメンバセッ
ト（ＡＴ　４７０、４７２、４７４、４７６）の無線デバイス間での通信を制御する。例
示された無線ネットワークは単なる例であり、リモートモジュールが、互いの間および中
で、ならびに／あるいは、無線ネットワークキャリアおよび／またはサーバを制限なく含
む、無線ネットワークの構成要素の間および中で、無線で通信するのに使用する、任意の
システムを含むことができる。一連のグループ通信サーバ４３２は、グループ通信サーバ
ＬＡＮ　４５０に接続することができる。
【００４１】
　グループ通信サーバ４３２は、本明細書ではキャリアネットワーク１２６上に常駐する
ように示された、ＰＳＤＮ　４５２などの無線サービスプロバイダのパケットデータサー
ビスノード（ＰＤＳＮ）に接続することができる。各ＰＳＤＮ　４５２は、パケット制御
機能（ＰＣＦ）４６２を介して、基地局４６０の基地局コントローラ４６４とインターフ
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ェースすることができる。ＰＣＦ　４６２は基地局４６０内に配置することができる。キ
ャリアネットワーク１２６は、ＭＳＣ　４５８に（一般にデータパケットの形で）送信さ
れるメッセージを制御する。ＭＳＣ　４５８は、１つまたは複数の基地局４６０に接続す
ることができる。キャリアネットワークと同様の方法で、ＭＳＣ　４５８は通常、データ
転送用のネットワークおよび／またはインターネット、ならびに音声情報用のＰＳＴＮの
両方によって、ＢＴＳ　４６６に接続される。ＢＴＳ　４６６は最終的に、当技術分野で
周知のように、セルラ式電話４７０、４７２、４７４、４７６などの無線ＡＴとの間で、
メッセージを無線で同報通信および受信する。したがって、グループ通信システムの細部
はこれ以上詳細に論じない。
【００４２】
　図５を参照すると、本発明の一実施形態のシステムレベル図が示されている。たとえば
、無線インフラストラクチャ３０２は、グループ通信サーバ５３２、ＰＤＳＮ　５５２、
ホームロケーションレジスタ（ＨＬＲ）５５４、ビジタロケーションレジスタ（ＶＬＲ）
５５６、ＭＳＣ　５５８、ＰＣＦ　５６２および５７２、ＢＳＣ　５６４および５７４、
ならびにＢＴＳ　５６６および５７６を含むことができる。これら要素のそれぞれが、音
声および／またはデータをＡＴ　３０４に提供するために使用可能である。たとえば図５
に示されるように、ＡＴ　３０４は、パケットデータセッションを介して通信するために
、２つのネットワーク５６０および５７０（たとえば１ｘおよびＥＶ－ＤＯ）に接続する
ことができる。前述のように、第１のネットワーク５６０は、第２のネットワーク５７０
上での通信保留５７１についてターゲットデバイス３０４に通知する、ターゲットデバイ
ス３０４のページング（たとえばアナウンス５６１）に使用することができる。加えて、
ページ５６１は、第２のネットワーク５７０上での呼び出しセットアップを容易にするた
めの追加情報が、第１のネットワーク５６０上で後に続くことになる旨を、ターゲットデ
バイス３０４に通知する。
【００４３】
　ＰＤＳＮ　５５２は、データ（たとえば、グループ通信サーバ５３２からの接続要求）
を受信し、ターゲットデバイス３０４をページングするために、このデータを第１のネッ
トワーク５６０に向けて送ることができる。データは、第２のネットワーク５７０に関す
る呼び出しセットアップ情報を含むことができる。たとえば、ＰＤＳＮ　５５２は、１ｘ
ネットワーク５６０（たとえば、ＰＣＦ　５６２、ＢＳＣ　５６４、ＢＴＳ　４６６、Ｍ
ＳＣ　５５８、ＨＬＲ　５５４、およびＶＬＲ　５５６）へとデータを送達することがで
きる。１ｘネットワーク５６０は、ターゲットデバイス３０４の位置を突き止めるために
、ターゲットデバイス３０４にページを送信することができる。その後、１ｘネットワー
クは、第２のネットワークに関する接続セットアップ情報を含むＳＢＤを、ターゲットデ
バイス３０４に送信することができる。したがって、ＳＤＢが複数のＢＳＣ／ＢＴＳに同
報通信されないため、システム帯域幅が節約される。しかしながら、追加情報が第１の（
１ｘ）ネットワーク上で送信されることになるため、ページは（たとえば、ターゲットデ
バイス上の特別サービスオプションおよび／またはソフトウェアを使用して）符号化また
は識別され、結果として、ターゲットデバイスは、第２の通信（たとえばＳＤＢ）を受信
するために第１のネットワーク上に維持される。
【００４４】
　ターゲット３０４は、第１のネットワーク５６０および第２のネットワーク５７０の両
方に関するページを受信するために、第１のネットワーク５６０上で「キャンプさせて」
おくことができる。本明細書で使用される「キャンプさせた」という用語は、情報につい
て１つのネットワークを主に監視するデバイスを言い表す。しかしながらキャンプさせた
デバイスは、オーバヘッド情報などについて第２のネットワークを依然として定期的に監
視することができる。ターゲットデバイスは、第１のネットワーク上でページを受信する
と、第１のネットワーク上のページに応答を送信することが可能であり、その後、第２の
ネットワークに接続するまで、第２の通信のために第１のネットワーク上に維持される。
第２の通信（たとえばＳＢＤ）が完了すると、ターゲット３０４は、第２のネットワーク
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上での保留通信５７１への接続を容易にするために、その中に含まれる情報を使用するこ
とができる。たとえば、ＰＴＴ呼び出し、メディアストリーム、Ｑｕａｌｃｏｍｍのシグ
ナリングプロトコル（ＱＳＰ）データなどをＥＶ－ＤＯネットワーク５７０上で保留して
おくことが可能であり、ターゲット３０４はＥＶ－ＤＯネットワーク５７０に切り替えて
、通信５７１を受信するためにトラフィックチャネルを確立することができる。したがっ
て、ＥＶ－ＤＯネットワークの高速データ機能は、低待ち時間高帯域幅アプリケーション
に関するハイブリッドソリューションを提供するために、１ｘネットワークの高速ページ
ング間隔と組み合わせて使用することができる。
【００４５】
　図５から理解されるように、単一のターゲットが、第１のネットワーク（１ｘ）５６０
上のアナウンスメッセージ／ページおよびＳＤＢ　５６１、ならびに第２のネットワーク
（ＥＶ－ＤＯ）５７０上の追加データ５７１を受信することができる。さらに、ＡＴ　３
０４は両方のデータ通信に関する共通ターゲットであるため、各パケットデータセッショ
ンに同じＩＰアドレスを使用することが可能であり、これによりＥＶ－ＤＯ通信のセット
アップにおける応答時間を改善し、無線ネットワーク外部のデバイスに透過性を提供する
ことができる。たとえばＶＯＩＰ接続は、ページ／ＳＢＤ　５６１および後続のトラフィ
ック通信５７１の両方に対して、同じターゲットＩＰアドレスを維持することになる。し
たがって、ＰＤＳＮ　５５２または他のサーバは、オリジネータ／アプリケーションサー
バ（たとえば５３２）から送信されている通信に基づいて、パケットを正しいネットワー
クに向けて送るように構成することができる。たとえば、Ｄｉｆｆｅｒｅｎｔｉａｔｅｄ
　Ｓｅｒｖｉｃｅｓ　Ｃｏｄｅ　Ｐｏｉｎｔ（ＤＳＣＰ）値を使用して、データストリー
ム５７１からのアナウンス／ＳＤＢ　５６１を識別することができる。しかしながら本発
明はこの構成に限定されるものではなく、たとえば、ＤＳＣＰの代わりに、またはＤＳＣ
Ｐと組み合わせて、各ネットワークに特定のＩＰポートを使用すること、特別なページ／
サービスオプションを定義することなどが可能である。
【００４６】
　図６は、本発明の少なくとも１つの実施形態に従った通信流れ図を示す。図６を参照す
ると、オリジネータ（たとえばＡＴ　３０６）は、ターゲット（たとえばＡＴ　３０４）
に接続するために、たとえばＰＴＴボタンを押すことまたは他の同様の動作によって、Ｐ
ＴＴセッション６１０を開始することができる。図に示されるように、ＡＴ　３０６は、
アイドル状態からのウェイク（waking）およびＥＶ－ＤＯネットワーク５７０に接続する
ためのＤＯサーチャの開始などの、ＰＴＴ処理およびアクセス手順６１５を、直接開始す
ることが可能である。その後、接続要求をＥＶ－ＤＯネットワーク５７０上で送信し、こ
れにより要求６２２をグループ通信サーバ（ＧＣＳ）または他のこうしたアプリケーショ
ンサーバ（ＡＳ）５３２へと中継することができる。しかしながら当業者であれば、別の
方法として、接続要求を１ｘネットワーク５６０上で送信し、その後ＡＴ　３０６がＥＶ
－ＤＯネットワーク５７０に切り替えることが可能であることを理解されよう。その後、
ＧＣＳ　５３２は、ターゲット３０４に向けて送られた「アナウンス」メッセージ６２４
を１ｘネットワーク５６０に送信することができる。ページ６２６を、１ｘネットワーク
５６０からＡＴ　３０４に送信することができる。ＡＴ　３０４はページ６２６を受信し
、このページ６２８を処理した後、肯定応答６３６を返信する。
【００４７】
　前述のように、ページ６２６は、ＥＶ－ＤＯネットワーク５７０上での保留通信に関す
る追加情報のために、１ｘネットワーク上に留まるよう、ＡＴ　３０４に通知する。ペー
ジ肯定応答６３６を受信すると、１ｘネットワーク５６０は、ＥＶ－ＤＯネットワーク５
７０上での保留通信に関する追加情報を含むアナウンス／ＳＤＢ　６４６を、ＡＴ　３０
４に送信する。ＳＤＢ　６４６を受信すると、ＡＴ　３０４は、中に含まれている情報を
処理し、ＥＶ－ＤＯネットワークに関するアクセス手順６４８を開始する。
【００４８】
　加えて、ＡＴ　３０４は、アナウンス／ＳＤＢ肯定応答６５６を１ｘネットワーク５６
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０に返信し、保留通信を受信するためにＥＶ－ＤＯネットワーク５７０に同調する６５８
。アナウンス肯定応答６６４は、１ｘネットワーク５６０を介してＧＣＳ　５３２へと中
継して返される。その後、ＧＳＣ　５３２は、ＡＴ　３０６にフロア（floor）６６５を
許可する（たとえば、ＡＴ　３０６が半二重接続で伝送できるようにする）ことができる
。次に、このステータス６６８は、ＥＶ－ＤＯネットワーク５７０に中継され、その後、
ＡＴ　３０６からの通信用にトラフィックチャネル６７０を開き、ステータス／トラフィ
ックチャネル情報をＡＴ　３０６に転送し、その後ＡＴ　３０６は、ＡＴ　３０４への通
信をＥＶ－ＤＯネットワーク５７０上で開始することが可能な、トーンあるいは他の可聴
および／または可視インジケータを鳴らすことができる。
【００４９】
　前述の開示に鑑みて、当業者であれば、本発明の諸実施形態が、前述の一連のアクショ
ン、動作、および／または機能を実行する方法を含むことを理解されよう。図７を参照す
ると、本発明の諸実施形態に従った少なくとも１つの方法を示す流れ図が示されている。
たとえばこの方法は、第２のネットワーク上での保留通信についてターゲットデバイスに
通知するページを、第１のネットワーク上で送信すること７１０を備えることができる。
さらにこのページは、追加情報が第１のネットワーク上で送信されることをターゲットデ
バイスに通知する。その後、追加情報（たとえばＳＤＢ）を、第１のネットワーク上で送
信すること７２０ができる。追加情報は、第２のネットワーク上での保留通信に関するセ
ットアップ情報および／または一般情報を含むことができる。さらに図７に示されるよう
に、ターゲットデバイスはページを受信し７１５、その後、このページを第１のネットワ
ークに肯定応答する７１７ことができる。肯定応答はターゲットデバイスの位置を確認す
ることができるため、肯定応答７１７の受信を使用して追加情報の送信７２０をトリガす
ることができる。その後、コストの高いＳＤＢ（システムローディングに関して）を、タ
ーゲットデバイスを有する特定のセクタのみに送信することができる。
【００５０】
　加えてこの方法は、ターゲットで追加情報を受信すること、および追加情報に肯定応答
すること７３５を、さらに含むことができる。その後ターゲットデバイスは、保留通信を
受信するために、追加情報を使用して第２のネットワークにアクセスすること７４５がで
きる。無線インフラストラクチャは、第１のネットワーク上で追加情報の肯定応答を受信
すること７４０、および、第２のネットワーク上でターゲットとの通信を開始すること７
５０が可能である。通信は、ストリーミングメディアサーバなどの無線インフラストラク
チャ内にあるか、または無線インフラストラクチャに動作可能に結合された、要素間で行
うことができる。当業者であれば、本発明の諸実施形態は、例示された構成およびソース
に限定されるものでないことを理解されよう。現在の無線および有線のネットワークはイ
ンターネットおよび／または他のネットワークを介して通信可能であるため、本発明の諸
実施形態は、本明細書で説明された機能を実行することができる任意のデバイスを含むこ
とができる。
【００５１】
　たとえば、グループ通信サーバは、第２のネットワーク上にトラフィックチャネルを開
くことによって、オリジネータとターゲットとの間に半二重通信を開くために使用するこ
とができる。したがって、アクセス端末と、インターネット、無線ネットワーク、専用ネ
ットワークなどに結合された他のデバイスとの間で、通信をサポートすることができる。
たとえば半二重ＶＯＩＰ接続を、無線対無線および／または無線対有線の構成で、アクセ
ス端末間でサポートすることができる。一般に、通信に好適ないかなる帯域幅もサポート
することができる。たとえばＥＶ－ＤＯで使用可能な高帯域幅を使用して、ストリーミン
グビデオおよび／またはオーディオなどをサポートすることができる。
【００５２】
　さらに、本明細書で論じるように、ハイブリッドソリューションは複数のネットワーク
を使用して、それぞれの利点を活用することができる。たとえば、第１のネットワーク（
たとえば１ｘ）は、第２のネットワーク（たとえばＥＶ－ＤＯ）よりも高速のページング



(17) JP 4880706 B2 2012.2.22

10

20

30

40

50

間隔を有する可能性がある。また、第２のネットワーク（たとえばＥＶ－ＤＯ）は、第１
のネットワークよりも高い帯域幅を有する可能性がある。しかしながら、本発明の諸実施
形態は、これらのネットワークおよび／または構成に限定されるものではない。
【００５３】
　当業者であれば理解されるように、本明細書で論じられるハイブリッド通信システムで
は、ターゲットと通信する無線インフラストラクチャによってページを送信することがで
きる。さらにこのページは、オリジネータからの接続要求に応答して生成することができ
る。オリジネータは、他のアクセス端末に限定されず、たとえば、リモートサーバ、グル
ープ通信サーバ、アプリケーションサーバ、およびメディアサーバを含むことができる。
しかしながらＰＴＴ環境においては、オリジネータは通常、グループ通信サーバに動作可
能に結合された、アクセス端末、無線クライアントデバイス（wireless client device）
、有線デバイス、携帯情報端末（ＰＤＡ）、移動体端末などである。
【００５４】
　たとえば前述のように、プッシュ－ツー－トーク（ＰＴＴ）信号は、グループ通信サー
バに接続要求を送るオリジネータ側で（たとえばＰＴＴボタンによって）生成することが
できる。グループ通信サーバは、ページを送信するために第１のネットワークと通信する
ことができる。加えて、接続要求は第２のネットワーク上で送信することが可能である一
方で、ページは第１のネットワーク上で送信することが可能である。
【００５５】
　当業者であれば、情報および信号が、多種多様な異なる技術および技法のいずれかを使
用して表される可能性があることを理解されよう。たとえば、上記の説明全体を通じて参
照可能なデータ、命令、コマンド、情報、信号、ビット、シンボル、およびチップは、電
圧、電流、電磁波、磁場または磁性粒子、光場または光学粒子、あるいはそれらの任意の
組み合わせによって、表される可能性がある。
【００５６】
　さらに、当業者であれば、本明細書で開示された諸実施形態に関連して説明された、様
々な例示的論理ブロック、モジュール、回路、およびアルゴリズムステップが、電子ハー
ドウェア、コンピュータソフトウェア、またはそれらの組み合わせとして実施可能である
ことを理解されよう。このハードウェアおよびソフトウェアの互換性をわかりやすく例示
するために、上記では、様々な例示的構成要素、ブロック、モジュール、回路、およびス
テップについて全体としてそれらの機能に関して説明してきた。こうした機能がハードウ
ェアまたはソフトウェアのいずれとして実施されるかは、システム全体に課せられた特定
のアプリケーションおよび設計の制約に依存する。当業者であれば、前述の機能を各特定
のアプリケーションごとに様々な仕方で実施することができるが、こうした実施の決定は
、本発明の範囲から逸脱させるものとして解釈されるべきではない。
【００５７】
　本明細書で開示された諸実施形態に関連して説明された、様々な例示的論理ブロック、
モジュール、および回路は、汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定
用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）ま
たは他のプログラマブル論理デバイス、個別のゲートまたはトランジスタ論理、個別のハ
ードウェア構成要素、あるいは、本明細書で説明された機能を実行するように設計された
それらの任意の組み合わせを使用して、実施または実行することができる。汎用プロセッ
サはマイクロプロセッサとすることができるが、別の方法では、プロセッサは、任意の従
来のプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、または状態マシンとすることが
できる。プロセッサは、たとえばＤＳＰおよびマイクロプロセッサの組み合わせ、複数の
マイクロプロセッサ、ＤＳＰコアと連動した１つまたは複数のマイクロプロセッサ、ある
いは任意の他のこうした構成などの、コンピューティングデバイスの組み合わせとして実
施することもできる。
【００５８】
　本明細書で開示された諸実施形態に関連して説明された方法、シーケンス、および／ま
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たはアルゴリズムは、ハードウェアにおいて、プロセッサによって実行されるソフトウェ
アモジュールにおいて、またはこの２つの組み合わせにおいて、直接実施することができ
る。ソフトウェアモジュールは、ＲＡＭメモリ、フラッシュメモリ、ＲＯＭメモリ、ＥＰ
ＲＯＭメモリ、ＥＥＰＲＯＭメモリ、レジスタ、ハードディスク、取り外し可能ディスク
、ＣＤ－ＲＯＭ、または、当技術分野で知られた任意の他の形の記憶媒体に、常駐するこ
とができる。例示的記憶媒体は、プロセッサが記憶媒体から情報を読み取ることおよび記
憶媒体に情報を書き込むことができるように、プロセッサに結合される。別の方法では、
記憶媒体をプロセッサに統合することができる。プロセッサおよび記憶媒体はＡＳＩＣに
常駐することができる。ＡＳＩＣはユーザ端末（たとえばアクセス端末）に常駐すること
ができる。別の方法では、プロセッサおよび記憶媒体は個別の構成要素としてユーザ端末
に常駐することができる。
【００５９】
　したがって本発明の一実施形態は、本明細書で開示された方法、アルゴリズム、ステッ
プ、および／または機能に従った、無線通信システム内でのハイブリッド呼び出しセット
アップのための方法を実施する、コンピュータ読み取り可能媒体を含むことができる。た
とえば、コンピュータ読み取り可能媒体内で実施される方法は、第１のネットワーク上で
ページを送信することであって、このページは追加情報が第１のネットワーク上で送信さ
れることになることをターゲットに通知する、送信すること、および、第１のネットワー
ク上で追加情報を送信することであって、この追加情報は第２のネットワーク上での保留
通信に関するセットアップ情報を含む、送信することを、含むことができる。本明細書で
使用される場合、追加情報をターゲットに通知するページは、特定の情報がページに含ま
れることを必要としない。たとえば、ターゲットデバイスが追加情報を受け取るようにな
ることを確立するために、特別サービスオプションを識別し、ターゲットデバイス上の論
理と組み合わせて使用することができる。したがって、本発明は示された例に限定される
ものではなく、本明細書で説明された機能を実行するための任意の手段が、本発明の諸実
施形態に含まれる。
【００６０】
　前述の開示は本発明の例示的実施形態を示すが、添付の特許請求の範囲によって定義さ
れた本発明の範囲を逸脱することなく、本明細書における様々な変更および修正が実行可
能であることに留意されたい。本明細書で説明された本発明の諸実施形態に従った方法請
求項の機能、ステップ、および／またはアクションは、いかなる特定の順序で実行される
必要もない。さらに、本発明の諸要素は単数で説明または請求されていることもあるが、
単数への限定が明示的に記述されていない限り、複数も企図される。
【図面の簡単な説明】
【００６１】
【図１】本発明の少なくとも１つの実施形態に従った、アクセス端末およびアクセスネッ
トワークをサポートする無線ネットワークアーキテクチャを示す図。
【図２】本発明の少なくとも１つの実施形態に従ったアクセス端末を示す図。
【図３】本発明の少なくとも１つの実施形態に従った通信流れを示す図。
【図４】本発明の少なくとも１つの実施形態に従ったグループ通信ネットワークアーキテ
クチャを示す図。
【図５】本発明の少なくとも１つの実施形態に従った、２つのネットワーク接続を示すグ
ループ通信ネットワークアーキテクチャを示す図。
【図６】本発明の少なくとも１つの実施形態に従った通信流れを示す図。
【図７】本発明の少なくとも１つの実施形態に従った方法を示す流れ図。
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